「りあん」の上手な使い方

①全部記入する必要はありません。
· 書けるところ、書きたいところを書きましょう。（書きたくない部分は、空欄のままでもかまいません）
· 書き足しても、結構です。
②記入者の主観で記入しましょう。
　　　　・　このファイルは、基本的に　保護者が記入します。
· よりよい支援方法を見出すには、さまざまな視点から本人を理解することが大切です。記入者の感じたままに記入し、話し合いに役立つ情報を出し合いましょう。
· ただし、本人を評価するものではないので、どうすれば困り感が軽減するのか、得意な部分が生かせるのかを考えながら記入しましょう。
　
　
①本人の個性を知る手がかりとして使いましょう。
· 所属機関・関係機関からの情報をまとめましょう。
· 本人・家族、所属機関・関係機関などの気づきとして使いましょう。
· 所属機関・関係機関では、情報やアセスメントの補強として取り入れましょう。
　　　　
②本人・家族、所属機関・関係機関との情報交換に使いましょう。
· 共通のシートで効果的に情報を集めたり、発信したりしましょう。
· ケース会議、個別支援計画などを、効果的に展開しましょう。
③支援内容の話し合いに利用しましょう。
· 本人支援のために、家庭、所属機関・関係機関での支援内容を検討作成していく際などに利用しましょう。　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④担当者が変わるときの連携に使いましょう。
· つなぎたい支援の内容を、わかりやすくしておきましょう。
⑤これからの発達障害者の支援策を学ぶツールとして使いましょう。
· 観察の視点や方法を学びましょう。
· 支援内容のアイデアを集めましょう。
· 研修や学習会に利用しましょう。
· 支援の振り返りを行いましょう。

①「りあん」は、保護者が管理を行います。
②支援担当者は、保護者の承諾を受けた上で、情報を取り扱いましょう。
③何らかの事故が起こった場合、保護者、所属機関・関係機関への報告と対応を行いましょう。
１．ファイルに記入してみましょう





２．ファイルを活用しましょう





３．個人情報の保護に注意しましょう
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